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人間関係観の発達的変化 と生き方態度 との関連
高 井 範 子
1.問 題 と 目的
中年 期 を肯定 的 に捉 え る見方 もあれ ば、否定 的 に捉 え る見方 もあ る。臨床 心理 の
事例研 究 を初 め と して、中年 期 は対象 喪失 とい う心理 的危機 に よってアイ デ ンテ ィ
テ ィが脅 か され(Shainess,1977)、ア イデ ンテ ィテ ィの危機 の 時期 で ある とす る研
究 も多い(e.g.Rosenbelg&Fanel1,1976)。絶 え間 ない 自己変容 を迫 られ 、精神 的
に も身 体 的に も危機 に直面す る不安 定な時期 で もある(Levinson,1978;Gould,1978)。
逆 に、中年期 は加齢 に伴 い、成熟 した 自我 の防衛 スタイル を用 い る ことによって成
熟 した適応様 式 を示す こ とも報 告 され てい る(Vaillant,1977)。また、 中年 期の女性
の場合 、空の巣症候 群(夫 は仕事で不在がち、子どもは進学 ・就職などによって巣立っていく
結果生じる空虚感、抑うっ感など)と呼 ばれ る心身症状 が生 じて くる ことも指摘 されてい
る。 しか し、子 どもが巣 立 ってい った後の 「空の巣 」の現 在 を非常 に幸福 だ と感 じ
て いる中年期女性 の調査 事例 も報 告 され てい る(Lowentha1&Chiriboga,1972)。中年
期 は さま ざま な意 味にお いて人生 の転 換期 とも言 え、両価 的側 面 をもつ 時期 で ある。
青年期(大 学 生)か ら老年期 に至 る人 び とを対象 に、Frank1(1952,1955,1969)の
実存 分析理 論 に基づ い て作成 した生 き方 態度 を測定 す る尺度(自 律 性 ・主 体的側 面 、
自己の存在 価値 、 自己課 題性 、意味志 向性 とい った領域 で構 成 され る)を 用い て調
査 した結果 、男 女 共 に加 齢 に伴 い 、ポジテ ィブ な生 き方 態度 が強 まって い く傾 向が
見 出 され てい る(高 井,1994,1999d)。特 に 、特徴 的 な ことは、女性 の40代 か ら50
代 にか けて の4領 域 すべ て にお ける有意 な得 点上昇 で あ る。女性 は、対他 的 次元 の
生 き方態度(対 人 闘係 性 尺度)に お いて も、30代 まで は比較 的 男性 の方 が強 い傾
向 にあ った"脱"閉 鎖性 や あ りのま まの 自己、"脱'ジ他者 依拠 領 域 におい て、30代
か ら40代 にか けて 、 これ らの生 き方 態度 を強 めて い く(高 井,1999e)。特 に、30
代 か ら60代 にか けて、他者 の 目を懸 念す る姿勢 か ら脱 却 し、 傷つ きを恐 れず 、 あ
りのま まの 自己 を生 き る姿勢 を有意 に強 めて い る。また、他 者 に対 す る世話へ の志
向性や 他者 理解 、あ りの まま の他者 の受 容 とい った他 者受 容領 域 の姿 勢 は、男女 共
に加齢 に伴 って強 くな って い くが、 女性 におい てそ の傾 向 が強 く、30代 以降 、す
べ ての年 齢段 階 にお い て性差 がみ られ てい る(高 井 ,1999e)。また 、 中年期 の 充実
感 の要因 と して 、男性 は 「達成感 」 が、女性 は 「家族 」や 「対 人 関係 」 が第1位 の
要因 と して挙 げ られ てい た(高 井,2002a)。この よ うに生 き方態 度領 域 にお いて、
4中年期 以降 に男女 の相違 が 明確 にな って くるこ とが示 され てい る。
ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 や 道 徳 性 の 発 達 に 関 す る 研 究 に お い て 、Gilligan
(1977,1982)は、道 徳的 判断 を下す 場合 、男性 は、権利 や規則 に焦点 を 当て るが、
女性 は、責任 と思 いや りに焦 点 を当 て るの だ とい う。また 、権利 の倫 理 に よって正
当化 され る 「分離 」と、配 慮 の倫 理(思 いや りや 心 くば り)に よって支 持 され る 「愛
着 」 とい う概 念 を用 い、男性 は、アイデ ンテ ィテ ィを分離 にお いて定義 す るが、女
性 は 、ア イデ ンテ ィテ ィを人 間関係 にお いて定義 し、責任 と配慮 を基 準 に評 価す る
と してい る。 この よ うな道徳性 発 達 にお ける男女 の相違 につ い てのGilliganの研 究
は、他者 をケア し責任 を もっ とい う、他 者 との関係性 が、 自律や 達成 と同様 に発 達
に とって価値 が あ る ことを認 識 させ た(岡 本,2002)。男 性 との比較 を とお した、上
記 の他 者 受 容 領 域 にお け る女 性 の発 達 的 特徴 や 充 実 感 の要 因 に 関す る結 果 は、
Gilliganの研 究 にお ける他者 との関係性 に関連 す る男女 の相 違 に関 す る知 見 を裏 付
け るもので あろ う。
人 間関係 に よって 、人 は支 え られ 、自信 を得 るこ とが で きた り、生 き る意欲 が湧
き起 こるこ ともあ る(高 井,2001c)。しか し、他者 との関係性 は肯 定的側 面 ばか り
で はない。人間 関係 に よって人 は傷つ き、 自信 を失 った り、人間 関係 を うま く築 け
ない ことに よるス トレス が心身 を蝕 む こ ともある。人 間関係 もまた 両価的側 面 を も
つ もので あ るが 、人が 生 きる年齢 段階 に よって も人間 関係 に対す る捉 え方 は異 な っ
て く るで あ ろ うと思 われ る。人間 関係 を煩 わ しい と感 じ、必 要最 小 限の人 間 関係 に
留 め る人 もいれ ば、よ り多 くの 人 とのつ なが りを積 極 的に 求 める人 もい るで あ ろ う。
自己や 人 生 に 関 す るテ ー マ(ex。自 己の 存在 価 値 、 自分 に対 す る 自信 感 、 あ りの
ま ま の 自己受 容 な ど)に っ い て の 自由記 述分 析 にお い て 、人 との 関 わ りが 契機
と な っ た 意 欲 的 な 生 き 方 態 度 へ の 変 容 過 程 の 一 端 が 示 さ れ て い る(高 井,
1998a,b,c,1999c,2000a,b,2001a)。これ らの こ とか ら、 ポ ジテ ィブ な生 き方態 度 へ の
変容要因の一つ に他者 との関係性 が影響 を及ぼ してい るこ とが示唆 され た。 中年期 は
アイデ ンテ ィテ ィの再体制化 の時期 とも言われ るが、生 き方態度 において人生 の転換
期 とな る重要なステー ジで ある(高 井,2000e)。すべ ての人がポ ジテ ィブな生 き方態度
へ変容す るわ けで はないであろ うが、加 齢に伴い、肯定的 ・、否 定的経験 を積む こ とに
よって、そ こか ら何か を学 び取 りなが ら生 きて行 く人間存在 であ る。 中年期以降 の男
女の相違が見出 された生 き方態度領 域において、ポ ジテ ィブな生 き方態度へ の変容 の
背景要因 を探 るべ く、本研究 においては、人間関係 の捉 え方 に着 目 したい。
人 は、他者 との 関係性 におい て生 き る存在 と言 え るが、人 が 、さま ざまな人 間関
係 を 自己 との関連 で どの よ うに捉 えてい るのか 、そ して 、そ れ らの捉 え方 の相違 に
よって生 き方 態度 が どの よ うに異な って くるの か、年齢 段階 や男 女 に よって差 がみ
られ るのか否 か を探 る こ とは、生 き方態 度研 究に とって 重要 な視 点 の一つ で ある と
思われ る。そ こで、本研 究 にお い て、人 間関係 の捉 え方 に関す る尺度 を作成 し、年
齢 段階別 の変化 や男 女差、 生 き方 態度 との関連 を検討す るこ とを 目的 とす る。
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2.方 法
1.人 間関係 観尺 度の 作成
自己 の存 在価 値や 自分 に対 す る 自信感 、あ りの まま の 自己受容 な どのテ ーマ に関
す る自由記述(高 井,1998a,b,c,1999c,2000a,b,2001a)にお いて 、人 間 関係 の捉 え方
に言及 され てい た記 述か ら項 目を収集 して 「人 間 関係 観 尺度 」を作成 した。尺度 は
9項 目で あ り、 「1.全く当て は ま らない 」か ら 「5.よく当ては ま る」 の5段 階 評
定 であ る。
2.調 査対象 者
調査 対象者 は、大学 生 男女(4年 制 の国公私 立大 学)、お よび20歳 以上 の成人 男
女(大 学生 を除 く)で あ る。対象者の居住地域 は関西 地域 が多いが 、出来る限 り広範
囲の地域か ら、 また対象者 の職 業 も、 よ り広範 囲層 か らの抽出 となる よ う心掛けた。
上記の点 を踏 まえ、大阪府 、兵庫県、京都府の 関西地 域 を初 め、北海道 、長 野県、栃
木 県、東京 都、石川県 、愛 知県、岡 山県、広島県、 四国地方は徳島県 、愛媛 県、九州
地方 は宮崎 県 な どに質 問紙 の配布 回収 を行 った。調査対象者 の職業 は、会社員 、公 務
員、専 門職 、その他の職業(農 業、 自営業、アルバイ ト)、専業主婦(パ ー ト就 労有 り
群 ・無 し群)、お よび無職 であ る。有効回答に よる対象者総数 は男性683名、女性1058
名の計1741名で あった。年齢段 階別 の内訳 は大学生:231名(M127,F104)平均年齢
20.80歳、大学生 を除い た20代:186名(M63,F123)平均年齢25.90歳、30代:306
名(M103,F203)平均年齢34.42歳、40代:273名(M88,F185)平均 年齢44.35歳、50
代:307名(M91,F216)平均年齢54.27歳、60代:338名(M155,F183)平均年齢63.82
歳、70代以上:100名(M56,F44)平均 年齢73.72歳で ある。
調査 時期 は、2003年3月～9月 であ る。
3.調査実施の手続 き
質問紙配布 は、筆者が直接出向いて配布 ・回収 を行 ったものや郵送による配布 ・
回収のほか、企業等、各組織内での配布 ・回収 は、組織内へ外部の人間が入ること
は難 しいため、組織 に属す る知人に依頼 し、留置法により行 った。質問紙にはすべ
てプライバシー保護 のための封筒を付 けて配布 し、糊付け して回収することとした。
また、人びとの生き方態度 を発達的に探 る本研究においては、青年期か ら老年期ま
での幅広い年齢層を調査対象 としてお り、高齢社会 となった 日本 において老年期を
いかに生きるか とい う問題 も重要なテーマ となる。そ こで、人生を前向きに、積極
的に生 きる老年期の人び との生き方意識 を検討す ることも目的の一つであるため、
老年期に関 しては、.近畿圏の高齢者大学に質問紙 の配布 ・回収を依頼 し協力を得た
(有効回答275部)。
63;結 果
1.「人間 関係観 尺度」 の因子構 造
人 間 関係 観 尺度 の9項 目につ いて最 尤 法 によ る因 子分 析(Promax回転)を 行 っ
た(Table1)。、その結 果、統 一 的解 釈 が可 能 な3因 子解 を妥 当 と した。3因 子 に よ
る累積 寄 与率 は50.49%であった。
TabIe1「人間関係観尺度」の因子パターン行列
項 目 内 容 FIF2F3
6.家族あるいは仕事以外の人間関係は私にとって重要ではない .812.076∴022
4,私にとって人間関係から得るものは何もない .652一.005一.093
8.人との心のつながりは求めていない .579一,148∴025
2.人とのつき合いを通して自分というものがわかってきた,080 .654.031
9.積極的にいろいろな人とのかかわりをもっている.047 .633 .147
7.さまざまな考え方をもっ人々との出会いが自己成長につながっていると思う 一。309.494一.114
5.自分とは異なる考え方や個性をもった多くの人と出会うことは楽しいと感じている 一.212.456「050
3.充実感を感じることのできる、人とのかかわりの場をもっている.061.085 。876
1。心から楽しいと思える時間を共有できる相手が家族以外にいる 一.214一.073.589
因 子 間 相 関 行 列FIF2
F2一.677
F3∴570.613
第1因 子 は、"家族 あ るい は仕事 以外 の人 間 関係 は私 に とって重要 で は ない。私
に とっ て人 間関係 か ら得 る もの は何 もな い。人 との心 のつな が りは求 めて いな い"
な どの項 目に因子 負荷 量 が高 か った ので 「人 間 関係軽 視 」因子 と命 名 した。 ま た、
第2因 子 は、"人 とのつ き合 い を通 して 自分 とい うもの がわか って きた。 積極 的 に
い ろい ろな人 とのかか わ りを もって い る。自分 とは異 な る考 え方 や個性 を もった 多
くの人 と出会 うこ とは楽 しい と感 じてい る"と い った項 目.に因子:負荷 量 が高 か った
ので 「自己成 長 的人 間 関係 観 」因子 、第3因 子 は、"充実 感 を感 じるこ とので き る、
人 とのか かわ りの場 を もってい る。心 か ら楽 しい と思 え る時間 を共有 で き る相 手 が
家族 以外 に い る"と い った項 目に因子負 荷 量が 高 かっ たの で、 「充実感 共 有他 者」
因子 と命 名 した。 得点化 は1点 か ら5点 を与 えた。
「人 間 関係 観 尺度 」 の信頼1生をCronbachのα係数 に よって求 めた ところ、第1
下位 尺 度 は.77、第2下 位尺度 は.72、第3下 位 尺度 は.74で あ り、各 下位 尺度 の
内的一 貫性 は保 たれ て い る と言 え よ う。
2.「人 間関係 観 」の発 達的変 化
「人 間関係 観 尺度 」 に関 して、大 学生 か ら70代 以上 の7つ の年 齢群 に隊 る年 齢
段 階別 の差 お よび性差 を検 討 した(Table2,Fig.1)。「人 間関係観 尺度 」1の3つ の下
位 尺度 得点 につ いて年 齢 と性 を2要 因 とす る分 散分 析 を行 った結果 、3下 位 尺度 と
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もに 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た(第1下 位 尺 度:F(氏172,)=2.50,p<.05;.第2下位 尺 度:
F(6,1ヶ27)=2.19,p<.05;第.3下位 尺 度:F(6,1727)=2,67,p<.05)。交 互 作 用 が 有 意 で あbた3
つ の 下 位 尺 度 に つ い て そ れ ぞ れ 水 準 ご.とに 単 純 主 効 果 の 検 定 を行 っ た 。
Table2年齢段階別における 「人間関係観尺度」の尺度得点平均値..(SD)
大学生20代30代40代50代 60代70代 以上 年齢差 、性差 交互作用
第1下位尺度 男 性M
r人間関係軽視」SD
女 性M
SD
性 差
4.73
2.16
446
2.01
4.59
1.86
4.51
t96
4,72〈539
1.74L99
4.684.78
t822ρ3
*
5,5フ
2.31
4.55
t83
***
5.46
2.00
4.56
1.61
***
5.8
195
ホ*5
,制4.48
2.37
24.32絆2.50寧
第2下位尺度
「自己成長的人
間関係観」
男 性M
SD
女 性M
SD
性 差
15.51
2.82
16.13
2.83
15.62望5.2514,79
3」62.762.89
15,81.茎5.4315.78
2,982,542.70
**
15.32
2.96
16.27<<
2.62
**
15.5115.46
2.302.25
17.0616.25
2.252.92
***
4.53糊27.52零輔2,19*
第3下位尺度
「充実感共有他
者」
男 性M
SD
女 性M
SD.性差
.7.98
1.95
8.38・
1.73
7,97
1.59
8.01
1.89
7.43>
1.92
7.8
1.86
6.78く
t96
7.94〈
1.フ3
***
7.43
1.77
8.37
L44
***
7.75
1,74
8,57
書.58
***
7.54
t51
榊8457
.23
1.81
**.
ねタ49
.932,67
(***p<.001,<<**P〈,01,〈*p〈.05)
「人間関係軽視」
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Fig"re1年齢段階別における 「人間関係観尺度」の尺度得点推移
8第1下 位 尺度 の年齢 に関 しては 、男性 が0.1%水準で有 意で あ ったが 、女性 に関
して は有意 では なか った。男性 の年齢群 に関 して多 重比較(Tukey法)を行 った が
俵 における有意差は隣接する年齢群問のみに絞って示した)、男性 の30代 か ら40代 にか
けて5%水 準 で得 点 が上昇 してい た(40代は、大学生・20代の年齢群 との間に有意差有 り)。
40代、50代、60代にお いて性 差が み られ 、 いずれ も男性 の方 が女性 よ りも有意 に
得 点が 高か った。
第2下 位 尺度 の年齢 に関 しては 、男性 は有 意で は なか ったが 、女性 は0.1%水準
で有 意 で あった た め多重 比較(Tukey法)を 行 った(有 意差は隣接する年齢群間のみに
絞って示した)。女性 の50代 か ら60代 にか けて1%水 準 で得点 が有 意 に上昇 してい
た(50代・60代は、30代との間に有意差有 り)。ま た、40代、50代、60代におい て性 差
がみ られ 、いず れ も女性 の方が 男性 よ りも有 意 に得 点 が高 かった。
人間 関係 を 自己成 長 にっ な が る もの と して捉 え る人 間 関係観 や積 極 的 に人 間関係
を築 こ うとす る姿勢 は、男性 は 、大学 生か ら40代 まで 、女性 は大学 生 か ら30代 ま`
で得 点 が減少 傾 向 を示 し(大学生と30.代との間に有意差有 り)、男 女 の得 点 差 も余 りみ
られ ないの で あ るが 、その後 、男 女共 に60代 まで得 点 は上昇 に転 じてい く。40代、
50代、60代におい て性差 がみ られ 、第r下 位 尺度 とは逆 に、女性 は40代 以 降 、こ
れ らの姿勢 を男 性 よ りも強 め、60代 にお い て 自己成長 的人 間 関係 観 が最 も強 ま る
ことが示 され てい た(60代は、大学生から50代の5つ の年齢群 との間に有意差有 り)。
第3下 位 尺度 の年 齢 に関 して は、男女 共 に0.1%水準 で有意 で あ ったた め、男 女
それぞ れ の年 齢 群 に関 して多重 比較(Tukey法)を行 った(有 意差は隣接する年齢群間
のみに絞って示 した)。男性 の30代 か ら40代 にか けて有意 に得 点が 減少 し、40代 か
ら50代 に か けて有意 に得 点が 上昇 して いた。 女性 に 関 しては、40代 か ら50代 に
か けて有意 な得 点上 昇 がみ られ た。性差 につい て は、40代、50代、60代、70代以
上の4群 におい て 、女性 の方 が男性 よ りも有 意 に得点 が高 か った。男 性 は40代 が
最 も得 点が低 く、V字 型 の得点 推移 を示 してい る(40代と男性の他の6っ の年齢群すべ
ての間に有意差有 り)。女性 はV字 型 で はな いが 、第3下 位 尺度 にお いて も30代 の得
点 が最 も低 く、 そ の後上 昇傾 向 を示 して い る(30代と大学生 ・50代・60代i70代以上
との間に有意差有 り)。
3.「人間関係 観」 と生 き方態 度 に関す る検 討
まず 、人 間関係 観 尺度 との 関連 を検 討す るた めに用 い る指標 にっ い て述べ てお く。
検討 に用 い る生 き方態 度領 域 の尺度 は、「意 欲 的生 き方態 度」、「目標 ・自己課 題性 ・
意 味志 向性 」、 「他 者貢 献性 」、 「精神 的安 定 ・ゆ と り感 」(高井,2004).、「失 敗懸 念 」
(高井,2007)であ る。前 者3尺 度 は、EAL(Existentia1AttitudetowardLifeInventory:
高井,1999d)の項 目か ら抽 出 し、本研 究 の指 標 として の位 置づ けで、一部 追加 修 正
して個別 に独 立 させ た尺 度 と して用 いた もの で あ る。 本稿 にお いて は、 「意欲 的 生
き方 態度 」尺度 の結 果 のみ を述 べ るこ とにす る。
?
、
?
?
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(1)「意 欲 的生 き方 態度」尺 度の 項 目内容 および調査 の手続 き
EA正(高井,1999d)から 日々の生 活 に対 して前 向 きで意欲 的 な生 き方態度 を示す
項 目を取 り出 し、逆転 項 目そ の他 を新 た に加 えて6項 目か ら成 る 「意欲 的 生 き方 態
度尺 度」 を作 成 した(Table3)。意欲 的 生 き方態度 尺度6項 目に対 して 、固有 値1
以 上 を基 準 にス ク リー テス トを行 った結 果 、本尺 度 にお いては6項 目の総 合 点(1
因子 解)で 検討 す る のが妥 当で ある と した(寄 与率 は58.4%)。「意 欲 的生 き方態 度
尺度 」 の信 頼性 をCronbachのα係数 に よって求 めた ところ.85で あった。 高 い数
値 が得 られ てお り、尺度 の 内的一貫性 は十 分保 たれ てい る と言 え よ う。
調査 対象者 お よび調 査 時期、調 査実施 の手続 き等 は、人 間関係観 尺 度 と同様 で あ る。
Table3「意欲的生き方態度尺度」の項目内容
1.いつも、ものごとに意欲的に取り組んでいる
2.周囲に流され、成りゆきまかせに生きている(逆転)
3.自分の人生を充実したものにする努力をしている
4.自分の能力や可能性を生かした生き方をしている
5.何に対しても興味や関心がもてない(逆転)
6.自分のなすべき事にいっも最善を尽くしている
.834
一.684
.837
.791
一.659
.760
(2)「意欲 的生 き方 態度」尺 度の 年齢段階 別 および性 差の検 討
「意欲 的生 き方態 度 尺度」 に関 して 、大学 生 か ら70代 以 上の7つ の年齢 群 に よ
る年 齢段 階別 の差 お よび性 差 を検討 した(Table4)。「意欲 的 生 き方 態度 尺度 」 の尺
度得 点 につ いて年齢 と性 を2要 因 とす る分散 分析 を行 った結果 、交 互作 用 は有意 で
な く、年 齢 に よる主効果 のみ が有意 で あっ た(F侮727)=29.79,p<.001)。男 女込 み で、
多重 比較(Tukey法)を行 った結果(有 意差は隣接する年齢群間のみに絞って示 した)、40
代 か ら50代 、お よび50代 か ら60代 にか けて有意 な得 点上昇 が み られ た(p<.01,1
p<.001)。性差 には有意差 はみ られ なか った。 男女 共 に、40代 か ら50代 、60代 に
か けて意欲 的 な生 き方態 度 を有 意 に強めて い くことが示 され ていた。
TabM「意欲的生き方態度尺度」得点平均値(SD)
大学生20代30代40代 、50代 ・60代70代 以 上
男 性
女 性
男女込
M20.58
SD・4.48
M21.10
SD4.88
M20.81
SD4.66
20.70
4.49
20.69
4.71
20.69
4.63
21.62
4.54
20.96
4.03
21.18
4.21
21.23
4.43
21.76
4.06
21.59
4.18
〈L22.63<<24.10
4.ド173.19
〈22.69<<<24.42
3.533.71
<<22.67'<<<24.28
3.723.48
24.04
2.82
24.00
3.85
24.02
3.29
(<<<p<.001,<<p〈.OI,くp〈.05)
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(3)「人間関係観尺度」』の高群 ・低群による生 き方態度の検討
人間関係観 と生き方態度 との関連 を検討す るために、 「人間関係観尺度」得点の
高群お よび低群 による2群 比較を行 った。人間関係 を自己成長 につながるもの とし
て捉 える第2下 位尺度 と、充実感 を共有す るこ とのできる他者 が家族以外に居ると
す る第3下 位尺度を用いることにした。第2下 位尺度 と第3下 位尺度の合計点にお
ける中央値 を求め、中央値を除いて得点の高い方 を高群、低い方を低群 とした。
大学生、成人前期(20代 ・30代)、中年期(4σ代 ・50代)、老年期(φ0代以上)
の4期別および男女別 における生き方態度領域の4尺 度得点の平均値比較をTable5
に示 した。 「精神的安定 ・ゆとり感」の成人前期男性および 「失敗懸念」の大学生
女子 を除いて、どの年齢群の男女においても5尺 度すべてに2群 の有意差がみ られ
た。高群(人 間関係を とお して自己を見つめ、人間関係を 自己成長 につながるもの
と認識 し、家族以外に楽 しい時間を共有できる他者 をもっている人)は 、低群 に比
べて、男女 を問わず、意欲的な生き方態度 を示 し、目標をもって 日々の生活におい
て積極的に課題 に取 り組み、苦悩のなかにも意味を見出 していこ うとす る意味志向
性を持った生き方態度 を示 している。 さらに、精神 的な安定感やゆとり感 もあ り、
他者への貢献志 向ももってい る様子が窺えた。逆に、人間関係に消極的な人は、失
敗を恐れる気持ちが強いことも示 された。
Tab[e5「人間関係観尺度」の高群 ・低群による生き方態度尺度幸均値比較
大 生 成 人 前 期
男 子 女 子 男 性 女 性'
高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群
N5862t値 5341 t値 6485t値 134152 t値
意欲的生き方態度 22.5>>>194.93糊 23.0>>>18.8446桝 23.7>〉>196.19桝 23,2>>>18.610.23桝
目標 ・自己課題性 ・
意味志向性 30.菖〉>>273.96糊 32.8>>>28.2寧ホ*459 32.9>>>275.44辮 32.0>>>25.7 堺*率9.68
他者貢献性 7.7>6.82.49零 8.5>>>6.9 寧寧禦4.20 峯**8.3>>>6.94.35 8.0>〉>7.0 郷*5」9
精挿 的安定・ゆとり彪13.8>>123.3デ*12.7>>10.5
*寮3
.27 12.812n.s. '13.3>〉〉 重1.7 辮4.60
失敗懸念 8.2<<9.8-3.33纏 8.99.9 n.S. 7.8<<<9.6-3.85辮 8.1<<<10.1一6.43辮
中 年 期 老 年 期
男 性 女 性 男 性 女 性
高 群 低群
N44108 t値
高群 低群
210147t値
高群 低群
68105 t値
高群 低群
14455 t値
意欲的生き方態度
目標・自己課題性・
意味志向性
他者貢献性
精神的安定・ゆとり醒
失敗懸念
24,9>>>20.7
34.2>>>28,0
8.8>〉>7.5
15.3>〉>12.7
6,1<くく8,6、
累林5
.88
5.72宰林
零牌5
.53
5.18榊
*牌一5
.83
*牌23
.9>>>20.110.42
*駒32
,3>>>27.48.69
8.3>>>7.17.04*和
*判14
.7>>>{2.56,91
**ゆフ
.4<<<9。1-6.59
26.3>>>22,6
33.9>>>29.2
8.7>〉>7.6
16.3>>>13.9
6.5<<<8.1
串林8
.72
事林6
.47
寧剛邸4
.94
6.18桝
零串寧一4
.63
25.5>>>21,7
34.2>〉>30.3
8.8>〉>8.0
15.6>>14.4
7,2<<8.6
率率率6
,89
4.94榊
*峯率3
.65
2.93轄
串寧一3
.28
(>〉>***p〈.001,〉〉**p〈.01,〉*pく.05)
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4.生 き方意識 の年齢 段階 別比 較
梶 田(1990)は、「自己の存 在意 義 ・自己受 容 」「脱 自己中心性 」「自己の 可能性 ・
目的」 「努力 へ の意志 ・向上 心」 「ニ ヒ リズ ム」 とい った5領 域 で構成 され る 「生 き
方意 識 イ ンベ ン トリー 」を作成 して い る。計30項 目の質 問項 目に よ、って構成 され 、
〈はい 〉〈?〉 くい い え 〉の3件 法 で回 答す るもので あ る。当イ ンベ ン トリー を用
い て、大 学生 か ら老年 期 に至 る人び とを対 象 に調査 を行 っ た。調 査対象 者 は、高 井
(1994)と同様 で あ る。各 質問 項 目につ いて 「はい」 と回答 した割 合(%)の 推移
に よっ て'生き方 意識 の男女 の相違 を検 討 した。
Table6・Table7は、年 齢段 階別 お よび男 女別 の 、それ ぞれ の 「はい」 回答 パー セ
ンテイ ジの上位5項 目を示 した(男女の特徴が示されている項 目を網掛けで表示した)。高
い パー セ ンテ イ ジ を示 して い る項 目を見 てみ る と、全 体 的傾 向 として男 女 ξもに
「21.周 囲の人 の支 えで この生活 が」「6.今までい ろい ろあ った にせ よ、機 会 ・条件
に恵 まれ 幸せ 」 「14.成功 よ りそ の時 々の頑 張 りを」 とい っ た感謝 や 自己受容 、 お
よび世俗 的成 功 よ りも内 面的充 実 を重視 す る とい った感 覚 ・意 識 が非 常 に強 く示 さ
れ てい る。加 齢 に伴 い これ らの意識 は強 くな る傾 向 にあ る。
Table6「ハ イ 」 回 答 率 の 上 位5項 目(男 性)
大学生 ・20代 30代 40代 50代 60代以上
項 目N。.% 項 目Nα% 項 目No.% 項 目No.% 項目Nα%
681.4
上2180、4
ポ繊 誌 π5位'
2470.6
969.6
686.3
1:.18a6
2180」
2476.0
1471.9
1485」
684.2
2180.7
瓦 属曾、17a1
176.3
2185.9
1484.5
勲3潔8生5
683.遷
1789
1492.7
2190.2
687.8
1187.8
∴…磁 齢87.8
Table7「ハ イ 」 回 答 率 の 上 位5項 目(女 性)
大学生 ・20代 30代 40代 50代 60代以上
項目Nα% 項 目No, % 項 目No.% 項 目Nα% 項 目No.%
上
位 町
壌985.6
2184.4
.24漁竃82つ
r
679。3
973.1
21
6
擁 ・
19
14
88.3
87.7
87.7
78.4・
76.6
1492.3
689.6
2188.5
1灘ジ:ll:1
2196.7
1494。4
690。0
論24爵 ≧;;・8■8
瓢 重 ㍉81
.1
2198.2
694.フ
1191:2
149t2
㌧凄:ヴ`86つ
全 年齢群 を とお して の男女 の違 い にお け る特徴 的 な点 と しては 、社 会 で働 く男性
の方 が 「19.自分 の業 績 と言 える もの を」 とい った 、頑 張 りや業 績 へ の こだわ りが
ある一方 で、女性 の方 は 「24.無理 をせ ず マイペ ー スで」 「1.基本 的 には今 のま まの
自分 でいい」 といった 姿勢 が男性 よ りも強い傾 向が窺 えた。
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4.考 察
冒頭 で述 べ た 中年 期 以降 にみ られ る生 き方 態度 にお け る男 女 の相 違 の 背 景要 因
を探 るべ く、本研 究 にお いて は人間関係 観 の視点 を取 り上げ て検 討 して きた。
家 族や 仕事 以外 の人 間関係 は重要 とは思わ ず、さらに人間関係 か ら得 るもの は何
もない と考 え、人 との心 のつな が りも求 めてい ない とい った人 間関係 観(第1下 位
尺度)は 、30代まで は男女が ほ ぼ同 じよ うな得点 を示 して いたが 、男性 は30代 か
ら40代 に か けて これ らの人 間関係観 を強 め、50代以降 も有意 差 は ない もの の得 点
は上 昇傾 向 にあ った。一 方、女性 は、若 い世 代か ら60代 に至 るまで大 きな得 点変
動 はみ られず 、40代、50代、60代で性 差がみ られ 、す べて男性 の方 が女性 よ りも
有意 に得 点が 高か った。
男性 の場合 、40代 、50代 の 中年期 は 、職場 に おいて 重要 なポ ジ シ ョンに就 く年
代 であ る。否応 な しに仕事 に コ ミッ トす る度 合 い も強 ま り、多忙 な 日々 を過 ご して
い る年代 で あ るこ とも影響 してい るの では ないか と思 われ る。 しか し、第1線 か ら
退 き、時間 的余裕 の あ る老年 期 の得点 も若 い世代 よ りも高 か った。老年 期 男性 の場
合 は、人生 を振 り返 って悔や む こ とや反 省 点 に関す る 自由記 述 に もみ られ た が 、コ
ー ホー ト的 に も、戦後 の 日本経 済 の復興 に 向け て、"家庭 を顧 み ず 、仕 事一 筋 で生
きて きた"男 性 が多 い(高 井,1999a,2001b,2002b)。無論 、老年期 男性 の中 に も、趣
味 を楽 しみ 、社 会的活 動 な どに も積 極 的 に参加 して きた人 もい るで あ ろ うが、会社
人 間 として 、家族 以外 の人間 関係 を築 く機 会や 時 間 を余 り持 たな い まま に老年期 に
達 した 人 も少 な くな い と思 われ る。渡 邊(1998)は、男性 は、仕 事上 の行 き詰 ま り
や 定年退 職 な ど、仕 事や組 織 を離れ たひ と りの人 間 として生 き る視 点 を とれ ない こ
とが多 い とい う。70代 以 上の場合 、有意 差 は ない ものの女性 もまた60代 か ら70
代以 上 にか けて得 点 が上昇 してい る。70代以 上の女性 も伝 統的性 役 割観 に縛 られ 、
自由 に対 人 関係 を楽 しめ る時 代 に育 って こなか った人 が多 い コー ホー トで ある。さ
らに、男 女 共 に70代 以 上の世 代 は、体 力 の衰 えや 病気 のた めに外 出 自体 が 困難 に
な った り、対外 的 な人間 関係 に消 極的 に な ら ざるを得 ない場合 も多 く、家 族 関係 の
重要度 が増 す と考 え られ る。
人 間 関係 を 自己成 長 にっ なが る もの と して 捉 え、積 極 的 に人 間 関係 を築 こ うとす
る 自己成 長 的人 間関係観(第2下 位 尺度)は 、男性 は 、大学 生 か ら40代 まで 、女
性 は大学 生 か ら30代 まで得点 が減少 傾 向 を示 し、男女 の得点 差 も余 りみ られ ない
の で あるが 、そ の後 、男女共 に60代 まで得 点 は上昇 に転 じてい た。40代 、50代、
60代にお いて性 差がみ られ 、第1下 位 尺度 とは逆 に、女性 は40代 以降 、 これ らの
姿勢 を男 性 よ りも強 め、60代 におい て 自己成 長的 人間 関係観 が最 も強 ま る こ とが
示 され てい た。60代 ま では男女 共 にV字 型 の得点推 移 を示 し、男性 は50代 か ら、
女性 は40代 か ら得 点が 上昇 に転 じてい た。 女性 が男性 よ りも、調 査対象 者 の平 均
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.年齢 で約10年 早 く自己成長的人間関係観 の得点を再び増加 させてい くことも特徴
的であった。
自己成長につながるもの として人間関係を捉'えるには、自分の身 に起こる人間関
係に伴 う一連 の出来事や、自己の内的世界で起 とっていることを、距離 を置いて冷
静に見つめる姿勢が必要である。40代から60代にかけて男性 と女性の人間関係の'
捉え方に顕著 な差がみ られた ことが特徴的であったが、女性は㎏傷つ くこともあろ
う人間関係を通 して 自己を振 り返 り、自分 と異なる考え方や個性 をもつ他者 との出
会いを楽 しみ、積極的に人 との関わ りをもとうとしている様子が窺えた。
第3下 位尺度は、自分が充実感 を感 じ、楽 しい と思える時間や場を共有す る相手
を家族以外にもってい るか否かを問 う項 目で構成 され、対人関係 の行動的側面を問
うものである。40代以降、家族や仕事以外の人間関係を余 り重視 しない男性に比
べて、女性は具体的に家族以外に対人ネ ッ トワー クを広げ、このよ うな人間関係の
場 と時間をもつことによって、人生をよ り充実 したものに している。
次 に、生 き方態 度 との関連 を含 め て考察す る ことにす る。生 き方 意識 イ ンベ ン ト
リー(梶 田,1990)を用 いた検討 か らは 、 どの年齢段 階 におい て も男女 共 に努力 を
重視 す る意 識 は強 く、加齢 に伴 い、他 者へ の感 謝の気 持 ちを もち{自 分 の過 去の 人
生お よび 自己を受容 しつ つ、世俗 的成 功 よ りも内面 的充実 を重視 しよ うとす る感 覚
や 意識 を強 めてい くこ とが示 された。努 力 を重視す る意識 は、モ リスの 生 き方尺度
(努力型 、多 彩型 、享 楽型な ど、13の 生 き方 を測 定)を 用 いた研 究 にお い て も、
20代の若 い 世代 か ら、60代 以上 の老 年期 の世代 ま で、・どの年齢層 に も最 も支持 さ
れ て い る(大 山,1998)。努 力 を重 視す、る姿 勢 は、ライ フス テー ジにお ける男 女それ
ぞ れ の立場 にお いて 、・自分 が負 うべ き役割 を遂 行 した り、生 き方や アイデ ンテ ィテ
ィの問 い直 しの内的 作業 に も真剣 に取 り組む こ とに寄与す る もの で あろ う。
男 女の相 違 をみ てみ る と、男性 の場 合 、若 い世代 か ら老年期 に至 るま で、 「自分
の業績 とい え る もの を」といった 姿勢 が上位 に挙 が ってい る こ とが特徴 的 で あ った。
男性 は、女性 よ りも 「上昇 志 向や過度 な頑 張 り・競争 心」が強い傾 向に あ るこ と(30
代、50代、60代、70代以上で性差)も 示 され てい る(高 井,2004)。「出世競 争 へ の参加
を 自己実現 だ と信 じ」 「人 並み に 出世 した い」 と、家庭 を犠 牲 に して残 業 し、長 時
間 労働 に励 む男性 の姿 が報告 され てい る(鹿 嶋,1993)。男性 は定年 を迎 え るまで社
会 の第 一線 で働 かね ば な らず 、 「過度 な頑 張 り ・競争 心」や 「自分 の業績 」 を志向 「
す る男性 は 、家 族や 仕事 以外 の人 間関係 を余 り重視 しない姿勢 が あ る こ とが示 され
た。 分離 と愛 着 の概 念 で論 じてい るGi11igan(1982)は`、男性 は愛 着 では な く、個
人 の業績 を重視 し、力 と分 離 に よっ・て仕 事 を通 じて達成 され るアイ デ ンテ ィテ ィ を
確 保す る と してい る。そ して、 この力 と分 離 が男性 を他者 か ら隔た らせ る と し、男
性 には、他者 の存在 が 目に入 らない とい った ところが あるのだ と述べ て い る。
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人 間 関係 を軽視す る傾 向が 、男性 の 中年 期以 降 に強 ま る背 景 に は、家族や 仕 事以
外 の 人 間関係 を もつ機 会 や、他者 と楽 しむ時 間的余裕 がない場 合 も多 い と考 え られ 、
仕 事 が 生活 にお け る重要 な部 分 を 占めて い る こ との影 響 も大 きい の で はな い か と
思 われ る。鹿 嶋(1993)は、働 き過 ぎや残 業が一 向 に減 らない の は、男性 の意識 の
中 に も、家族 を扶養 す るた め に企 業 の論理 に従 わ ざるを得ず 、出世 や つ きあい の た
め に会社 か らなか なか帰 れず 、家 庭 を犠牲 に して もや む を得 ない とい う 「仕:方が な
い症候 群 」が 巣 くって い るか らだ と して い る。 そ して 、妻 も 「仕 方 が ない症 候群 」
に感 染 してい るの だ とい う。 しか し、渡邊(1998)は、女性 の方 が先 に 「仕 方 が な
い症候 群 」 か らの脱 皮 を 目指 し、子 育 て役割 終 了後 の人生 を 、 「夫 の世 話 に あけ く
れ る 自分 、す なわ ち家族 を基盤 とす る他者 関連 的 自己確 立だ けで は あき た りな くな
り、独 立 的 自己確 立 を 目指す よ うに なっ てきた」 として いる。男性 は、仕 事 を とお
して の独 立的 自己確 立 だけで な く、他 者 関連 的 自己確 立 も職 場 の人 間 関係 の なか で
実現 で き る と信 じ続 け、現状 で 「仕方 が ない」 と自分 に も家族 に もい いわ け ・自己
正 当化 してい るのだ と述 べて い る。
他方 、女性 は、生 き方 態度 にお いて 、若 い世 代か ら50代 ま で、 「無理 せず マ イペ
ース 」 とい った姿勢 が上位 に挙 が って い るこ とが特徴的 で あった。 また 、競 争 心や
過 度 の頑 張 りの 姿勢 を加 齢 に伴 っ て弱 め、 「精神 的安 定 ・ゆ と り感 」 を 中高年 期 に
おい て増 して い くことが示 され てい る(高 井,2004)。40代以降 、人 間 関係 を 自己
成 長 につ なが るもの として捉 え る 自己成 長 的人 間観 の得 点 は、女性 の方 が男性 よ り
も有 意 に高 く、40代 以降 の年齢 群 のす べ て に性 差 がみ られ た。 達成 の性 差 の説 明
にお い て、価値 づ けの対 象 の違 い が重 要だ とも言 われ るが(Eccles,Adlel,andMeece,
1984)、男性 は達成 中心で あ るが、 女性 は対 人 関係 や援 助行 動 に対 して関 心が 高 い
こ とが示唆 され てい る(EcclesandHalold,1992)。Gilligan(1982)は、女性 は、愛
情 と仕 事 両面 にお け る 自己 と他 者 の相 互依 存 におい て人間 関係 を語 り、発 達 的に も
個 人 的達成 か ら配慮 ある人 間関係 へ と視 点が変化 し、現在 の愛着 関係 を成 熟 に至 る
道 と して捉 えてい る と してい る。中年期 以降 に女性 の他者 受容 の 姿勢 が強 ま る こ と
や(高 井,1999e)、本研 究 にお い て示 され た中年期 以降 の女性 の 自己成 長 的人 間 関
係観 が男性 よ りも強い とい う結 果 は、Gilliganの研 究結果 を支 持す る もの で あろ う。
ま た、女 性 は、中年期 以降 、男性 に比 して 、充実感 や楽 しさを共 有す る相 手 を家
族 以外 に もってい る とす る人 が多 く、人 間関係 を積極 的 に築 こ う とし、他者 との 関
係 を とお して 自己を内省 し、自己成長 につ なげて い こ うとす る姿勢 を強 くもって い
る こ とが示 され た。アイデ ンテ ィテ ィ研 究 にお いて も、青 年期 にお い て他者 との 関
係 を断 ち切 っ た状態 で はアイデ ンテ ィテ ィ形成 は な され ない とも言 われ る(Archel,
1993)。自己確 立 におい て 、対 他者 的側 面 は重 要 な もので あ るが 、 これ は青 年期 に
限 らない。 アイ デ ンテ ィテ ィの再構 築(岡 本,1994;村瀬,1995)がな され る と言 わ
れ る 中年期 にお いて も、人間 関係 は 自己成長 に とって重 要 な要因 で あ る。人 は生 涯
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にわ た って さま ざまな人 間 関係 を とお して 自己や生 き方 の問 い直 し作業 を行 って
い くもので あろ う。
Gilligan(1982)が、他 者 を ケア し責任 を もつ とい った他者 との 関係性 の重 要性
を示 したが 、中高年 期 の女性 にお い て、他者 に役 立 ち、必要 と され る意識 とい った
自己の 存在価 値意識 の 強 ま りも見出 され てお り(高 井,1994,1999b,d)、女 性 が中年
期 以降 に ポジテ ィブ な生 き方 態度 を強 めてい く背:景として 、これ らの要 因 も相 互 に
関連 しなが ら生 き方 態度 に影響 を与 えて い る と思 われ る。大 学時 代 か ら約20年 間
の縦 断研 究 にお いて、40代 女性 にお け る面接 調査 を行 い 、彼女 らが他 者 との 関係
の なか でアイ デ ンテ ィテ ィを再 構成 して い く様子 を描 き出 したJosselson(1996)の
研究 結果 につ い て杉 村(1999)は、中年期 女性 た ちが、他者 との葛藤 を もち なが ら
もなお 、その 関係 を 自分 に とって意 味 あ るもの と して維持 し続 け 、それ をアイ デ ン
テ ィテ ィの源 にす るよ うす を読 み 取 る こ とがで き る として い る。また 、親 やパ ー ト
ナー 、子 どもとの関係性 につ い て、杉村(1999)は、肯定 ・否 定 の相 反 す る2側 面
を包 含す る関係 性 の両価性 に耐 えなが ら、彼 らと全 人格的 に 関係 に関 与 してい かね
ば な らない として い る。 この努 力 が、相 手の視 点へ の考慮や 葛藤 の解 決 、 自己 の視
点 を柔軟 にす る こ とを促す として い る。中高年期 の女性 は 、苦 しみ や悩 み の中 に も
意味 を見 出 してい こ うとす る意 味志 向性 が男性 よ りも強 い こ とが 示 され てい る(高
井,1994,1999d)。本研:究に示 され た 自己成長 につ なが る他 者 との関係性 は、家族 や
重要 な他者 との関係性 だ け に限 られ る もの では ない。中年期 の生 き方態 度 の変容 は、
アイ デ ンテ ィテ ィの再構成 に も関連 す る もので あ るが、女性 は どの よ うな他 者 との
関係性 か らも、また 、た とえそ の 関係 性 にお いて葛藤 を経 験 した と して も、そ の苦
しみ の 中に も意 味 を見 出 し、新 たな 自己確 立、新た な生 き方態度 へ の変 容 とい う課
題 に柔軟 に取 り組 んで い こ うと してい るので はないか と思われ る。
本研 究 にお いて示 され た よ うに 、人間 関係観 は40代 以上 の年 齢段 階 にお い て男
女 の相 違 が明確 に あ らわれ てい た。仕 事 にお け る達成や 業績 を強 く志 向す る男性 と、
他 者 との 関係 性 におい て生 き る と言 われ る女性 との相 違 が本研 究 の人 間 関係 観 に
も示 され てい た。 さらに、ポジテ ィブな生 き方態 度 の個 人差 には人 間 関係 観や 生活
の充 実感 に寄与 す る具 体 的 な対人 ネ ッ トワー クの 有無 も影 響 を及 ぼ して い る こ と
が見 出 され た。人 生 を人 間 関係 の継 続 とい うよ りは む しろネ ッ トワー ク とみ なす 女
性 は(Gilligan,1982)、相 手 が 自分 に とって重 要な他 者 であ るか否 か を問 わず 、 さ
ま ざまな人 間関係 を とお して 自己 を成 長 させ て い る。時代 の変 化 に よ り、女性 の行
動範 囲 も広 が り、意識 も変化 し、有職 女性 で あれ 、専業 主婦 で あれ 、女性 は積 極的
な人 間 関係 を築 き、他者 との関係 性 が 自己成長 に寄 与 してい る様子 が窺 えた。これ
らの こ とも、中年期 以降 の女性 の積 極 的な 生 き方態 度 の背 景 要因 の一 つ にな って い
るので はない か と思 われ る。ま た、人 間関係 をスムー ズに運ぶ た め には対 人 ス キル
も必 要 とな る。青少年 にお い て、対 人 スキル欠 如 の問題 が報 じられ て い るが、青 少
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年に限 らず、生涯にわたって人間関係 をうまく構築す るスキルの必要性や対人ネ ッ
トワー クづ くりの重要性 も示唆 された。高齢社会を迎えてい る日本において、老年
期において も心身の健康 を維 持 し、充実感に満 ちて、柔軟に生きることが可能 とな
るためにも.、家族や家族以外 の他者 と.の関係性 をどう捉 え、その.関係性 をどう生 き
るか とい うテーマについて人.生の早期か ら考える必要があろ うと思われる。
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TheRelationbetweentheDevelopmentalCぬangeintheSenseof
InterpersonalRelationshipsan.dAttitudesTowardL,if6
-AmongP60plefヒomAdolescencetoSenescence一
NorikoTAKAI
Thisstudyexaminedtherelationbetween.thedevelopmentalchangeinthesenseof
interpersonalrβ1ationships.an.dattitudestowaldlifeamongpeoplefromadolescenceto
senescence・Respondentswere1741malesandfemales(fπom18to92yearsold).Ascale
measuringthesenseofinterpersonalrぐlationshipsconsistsofthreefactors(``desvaluing
interpersonalrelationships",``the.senseofintelpersonalIelationshipsinthelight.of
self-glowth","havingotlleξstosharethesenseoffulfillment").
"Desvaluinginterpersqnalrelatiollships"meansthatthepart童cipantdoesnotvalue
interpersonalrelationshipsexceptfolfamilyandwork."Thesenseofinterpersonal
relationshipsinthelightofself-growth"meansthattlleparticipantsee.interpersonal
relationshipsasawaytoself-growth.Fol``desvaluingillterpersonalIelationships",.the
scoresweresignificantlyhigherformalesthanforfemales.inthe40-49,50-59,and60-69
agegroups・
.Incontrast,1`thesenseofinterpersonalrelationshipsinthelightof
self-growth"showedtllatscoresweresignificantlyhighelfolfe卑alesthanformalesinthe
40-49,50-59,and60-69ag6groups.Inadditiontothese,``havingotherstosharethesense
offulfillmentothertha皿family"showedthatscoreswelesiεnificantlylligherforfemales
thanformalesi郎he40-49,50-59,60-69,and>70agegroups..Fulthermore,"thesenseof
intelpersonalrelationshipsinthelightofself-9rowth"hadacloserelationtoanactive
attitudetowardlife.
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